
２０２１年１月１５日 

報道関係各位 

株式会社エイチ・ツー・オー 商業開発 

エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社

イズミヤ門真店に地域連携ひろばと地元企業施設の開設決定のお知らせ

～市の子どもＬＯＢＢＹ事業と海洋堂ホビーランド～ 

エイチ･ツー･オー（Ｈ２Ｏ） リテイリンググループの株式会社エイチ・ツー・オー商業開発（大阪市西成区）が

運営する「イズミヤ門真店」３階に、２０２１年４月、大阪府門真市の行政施設「子どもＬＯＢＢＹ」と地元企業で  

あるフィギュアメーカー、株式会社海洋堂（門真市柳町１９－３）の「海洋堂ホビーランド」が開設されることが決

まりましたのでお知らせします。Ｈ２Ｏリテイリンググループでは、グループビジョン「お客様の心を豊かにする

暮らしの元気パートナー」を受けて、地域社会貢献活動の一環として、公民連携による地域コミュニティ拠点づ

くりを進めています。 

※）本案件は、門真市と株式会社海洋堂も、本日付けで発表しています。両者のリリースを参考資料として添付しています。 

【場所について】 

店 名 イズミヤ門真店 

住 所 大阪府門真市新橋３番１－１０１号 

ア ク セ ス 京阪本線・大阪モノレール「門真市駅」下車、徒歩１分 

建 物 延床面積 11,725㎡、地下 1階、地上 3階建て（地下１階：食品スーパー、1階：ドラッグ

ストアなど、２階：衣料品ほか）

【入居施設の概要】 

※）施設のオープン日は、現時点で未定です。決まり次第、お知らせし、ご取材のご案内を差し上げます。 

施 設 名 ① 門真市 子どもＬＯＢＢＹ ② 海洋堂ホビーランド

施 設 の内 容 公民連携により、子ども達の可能性が最大

限に発揮できるように支援を行います。 

子どもや保護者の支援拠点としてさまざま

なプログラムやイベントを実施予定です。 

※）詳細は＜参考資料１＞をご参照ください。 

世界的なフィギュアメーカーである海洋堂

の商品展示・販売を行います。 

海洋堂ホビーランドならではの多種多様

な商品を取り扱う予定です。 

※）詳細は＜参考資料２＞をご参照ください。 

＜この件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社エイチ・ツー・オー 商業開発    企画室   ＴＥＬ  ０６－６６５７－３３２５ 

エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 広報部    ＴＥＬ  ０６－６３６７－３１８１ 
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公民連携子どもの居場所「子どもＬＯＢＢＹ」を21年４月にオープン 

門真市は、2021年４月にイズミヤ門真店３階（門真市新橋町３番１-101号）に公民連携子どもの居場

所「子どもＬＯＢＢＹ」を開設し、子どもや保護者の支援拠点として活用します。 

【概要】 

 「子どもＬＯＢＢＹ」開設に伴い、下記３社と事業連携協定を締結して子ども達の可能性が最大限に発

揮できるように支援を行います。 

企業名 所在地 協定締結日 連携内容 

株式会社エイチ・ツー・

オー商業開発

大阪市西成区花園

南１丁目４番４号 

2020年10月22日 「子どもＬＯＢＢＹ」設置場所で

あるイズミヤ門真店３階一部の 

提供等 

株式会社海洋堂 門真市柳町19‐３ 2020年11月24日 「子どもＬＯＢＢＹ」に隣接する

「海洋堂ホビーランド」と連携し、

キャリア教育イベントの実施等

イケア・ジャパン株式会

社 ＩＫＥＡ鶴浜 

大阪市大正区鶴町

2‐24‐55 

2021年１月15日 「子どもＬＯＢＢＹ」の内装デザ

イン及び家具等の提供等

【子どもＬＯＢＢＹでの主な実施内容（予定）】 

①保護者や子育て関係者を対象とした子どもの非認知能力向上プログラムの実施

保護者や子育て関係者に非認知能力を向上させる子どもへの接し方の研修を行い、受講者が家庭や 

保育現場など子どもと接する機会にそのスキルを活用することで子どもの非認知能力向上を目指す。 

＊非認知能力とは、知能指数（ＩＱ）や学力など数値として表せる能力ではなく、粘り強く取り組む 

力や協調性、好奇心など数値化できない能力を目指す。 

＊子育て関係者：保育士、幼稚園教諭、放課後児童クラブ（学童）指導員 等 

②キャリア教育イベントの実施

連携企業が子どもへ様々な職業体験を提供することで、子どもが視野を広げ、その中で将来の夢を見 

つけて、自ら夢に向けて努力し、生きる力をつけることを、また場合によっては貧困の連鎖に陥らな 

いことを目指す。 

③子どもの居場所及び保護者の相談支援の場としての活用

  家庭・学校とは違う第３の居場所として活用し、子ども間はもちろん、大人との世代間交流を行うこ 

とにより社会性を身に着けることを目指すとともに、いつでも大人に相談できる場所とすることで、

子どものシグナルにいち早く対応できるようにする。また、保護者の相談も同時に受け付ける。 

＊施設のオープン日は現時点では未定です。決まり次第お知らせします。

【お問い合わせ先】 こども部 こども政策課 課長 美馬
み ま

・副参事 小西
こ に し

電話：06-6902-6095  E-mail: chi01@city.kadoma.osaka.jp
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